
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三木の森林だより
み  き            も  り 
森町森林組合 

秋号  
発行日 R7.10.8 

第
六
五
回
通
常
総
代
会
を
開
催 

～
原
案
通
り
可
決
さ
れ
る
～ 

 

 

 

 

令
和
７
年
９
月
２
６
日
に
三
倉
総
合
セ
ン
タ
ー
に
於
い
て
、
第
６
５
回
通
常
総
代
会
が
本
人
出
席
２
１
名
・
書
面
に
よ

る
議
決
権
行
使
６
９
名
、
合
計
９
０
名
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
代
会
に
は
総
代
・
役
員
を
は
じ
め
、
ご
来
賓
と
し
て
森
町
長 

太
田
康
雄
氏
、
衆
議
院
議
員 

小
山
展
弘
氏
、
静
岡
県

議
会
議
員 

伊
藤
和
子
氏
秘
書
、
中
遠
農
林
事
務
所
長
代
理
、
静
岡
県
森
林
組
合
連
合
会
長 

中
谷
多
加
二
氏
代
理
の
ご
臨

席
を
賜
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 
審
議
に
入
る
前
に
甚
沢
万
之
助
組
合
長
は
、
日
々
の
組

合
運
営
に
於
い
て
、
ご
指
導
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
対
し
冒
頭
で
御
礼
申
し
上
げ
挨
拶
を
致
し
ま
し
た
。 

 

近
年
の
地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、
国
内
外
で
山
火
事
が

発
生
し
ま
し
た
。 

 

１
月
に
ア
メ
リ
カ
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
大
規
模
な
山
火

事
が
発
生
、
３
月
に
は
韓
国
の
数
十
か
所
で
同
時
に
山
火

事
が
発
生
、
日
本
国
内
で
も
２
月
か
ら
３
月
に
岩
手
県
、
愛

媛
県
、
岡
山
県
な
ど
で
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
度
の
、
山
火
事
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

方
々
、
に
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

令
和
６
年
度
は
森
林
経
営
計
画
に
基
づ
き
切
捨
間
伐
・

利
用
間
伐
・
枝
打
等
を
併
せ
て1

9
4

h
a

の
森
林
整
備
を
行

い
、
搬
出
材
積4

,1
6
5

㎥
と
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
公
共
工
事
に
関
わ
る
支
障
木
伐
採
工
事
等
を
受
注

す
る
事
が
で
き
令
和
６
年
度
の
総
事
業
利
益

1
0
,7

6
1

万

円
、
事
業
管
理
費
、
事
業
外
損
益
を
差
し
引
い
た
経
常
利
益

は

3
,9

5
8

万
円
と
な
り
法
人
税
を
差
し
引
く
と
当
期
剰
余

金
は2

,9
1
3

万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

各
種
事
業
を
行
う
こ
と
に
対
し
て
組
合
員
皆
様
の
御
理

解
、
御
協
力
に
感
謝
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

続
い
て
議
長
に
三
倉
地
区
の
森
下
茂
氏
を
選
出
し
て
議

事
に
入
り
、
上
程
し
た
第
１
号
議
案
か
ら
第
１
２
号
議
案
を

賛
成
多
数
で
可
決
決
定
さ
れ
、
無
事
総
代
会
を
終
了
致
し
ま

し
た
。 

ま
た
、
総
代
会
終
了
後
に
は
、
多
数
の
総
代
・
組
合
員
の

参
加
の
も
と
掛
川
市
森
林
組
合
・
森
町
森
林
組
合
合
併
協
議

の
進
捗
状
況
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

 

来
賓
祝
辞 

 

森
町
長 

太
田
康
雄
氏 

町
で
は
、
森
の
公
益
的
な
機
能
を
高
め
る
事
業

や
、
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
森
林
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
実
際
に
災
害
が
起
き
た
と
き
に
は
、
森
林
組
合

さ
ん
の
技
術
や
機
動
力
に
助
け
ら
れ
て
い
て
、
と
て

も
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
を
元
気
に
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
初
心
者

向
け
の
コ
ー
ス
づ
く
り
や
、
昔
の
山
道
を
再
生
す
る

ト
レ
イ
ル
づ
く
り
も
始
め
て
い
ま
す
。 

 衆
議
院
議
員 

小
山
展
弘
氏 

木
材
価
格
や
予
算
の
厳
し
さ
な
ど
課
題
は
多
い

で
す
が
、
山
を
守
る
に
は
地
域
で
力
を
合
わ
せ
る
こ

と
が
何
よ
り
大
切
で
す
。
掛
川
市
森
林
組
合
さ
ん
と

の
合
併
が
順
調
に
進
ん
で
い
る
こ
と
も
心
強
く
、
今

後
さ
ら
に
地
域
の
中
心
と
な
っ
て
発
展
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

 静
岡
県
議
会
議
員 

伊
藤
和
子
氏 

秘
書
代
読 

日
頃
か
ら
森
林
の
管
理
や
木
材
供
給
な
ど
に
ご

尽
力
い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。
県
と
し
て
も

森
林
基
本
計
画
の
中
で
森
林
資
源
の
循
環
利
用
や

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
て
い
ま
す
。 

 中
遠
農
林
事
務
所
長
代
理 

丸
山
淳
氏 

近
年
は
豪
雨
災
害
も
増
え
、
森
林
の
役
割
が
ま
す

ま
す
大
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
県
の
「
森

の
力
再
生
事
業
」
も
今
年
で20

年
を
迎
え
ま
し
た
。

森
町
で
は
こ
の
間
に

900

ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
を
整

備
し
て
い
た
だ
き
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
て
く
だ
さ

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
事
業
を
続
け
て
い
く
う
え
で

大
き
な
後
押
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 森
林
組
合
連
合
会
長 

中
谷
多
加
二
氏 

常
務
代
読 

最
近
は
都
市
部
の
大
企
業
が
林
業
経
営
に
参
入

し
た
い
と
い
う
話
も
来
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
我
々
に

と
っ
て
脅
威
で
あ
る
一
方
、
資
金
や
流
通
面
で
活
用

で
き
る
可
能
性
も
あ
り
、
知
恵
を
出
し
合
い
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。 

 
ご
来
賓
の
皆
様
か
ら
激
励
と
心
強
い
お
言
葉
を

頂
き
ま
し
た
。 

     

森町長 

太田康雄氏 

衆議院議員 

小山展弘氏 
県議会議員 伊藤和子氏 代理 

秘書 市川栄利子氏 

中遠農林事務所長 代理 

技監 丸山淳氏 

静岡県森連会長 代理 

常務 望月鉄彦氏 

挨拶をする甚沢組合長 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発行／森町森林組合 

〒437-0208 静岡県周智郡森町三倉 826-2 

TEL : 0538-86-0211  FAX : 0538-86-0212 

E-Mail : jigyou@forest-morimachi.or.jp 

URL：http://www.forest-morimachi.or.jp 

す ぎ 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 14,000 826 柱目 3.5 寸取 

16～18 16,000 1,392 柱目 4 寸取 

20～ 16,000 2,112 中目 

4m 

14 14,000 1,092 桁目 3.5 寸取 

16～18 16,000 1,856 桁目 4 寸取 

20～22 16,500 2,904 中目 

24～28 18,000 4,860 中目 

30～34 18,000 7,380 二番玉節小 

6m 
16～18 - - 通し柱４寸 

20～22 - - 通し柱太角 

 

ひのき 
長さ 

(m) 

末口径 

(cm) 
中 値 

1 本当たり 

単価(円) 
摘   要 

3m 

14 19,000 1,121 柱目 3.5 寸取 

16～18 23,000 2,001 柱目 4 寸取 

20～ 20,000 2,640 太角目 

4m 

14 19,000 1,482 土台目 3.5 寸取 

16～18 21,000 2,436 土台 4 寸取 

20～22 20,000 3,520 中目縁甲取 

24～28 22,000 5,940 中目 

30～34 24,000 9,840 二番玉節小 

6m 
16～18 28,000 5,432 通し柱４寸 

20～22 24,000 6,360 通し柱太角 

 

令和 7 年 9 月 24 日(第 2235 回市) 26 台

三 木 の 森 林 だ よ り 
山のことなら何でも森町森林組合に 

 

森組からお知らせ 
 

● 組合員名簿等名義変更について 

所有森林で相続・取得・売却等が生

じた際には、組合員名簿及び出資証

券の名義変更等が必要となりますの

で御連絡下さい。 

● 森町産業祭出店について 

「もりもり２万人まつり＆農協

祭」が 11 月 16 日(日)に森町文化会

館で開催されます。森林組合ではパ

ンフレット等を配布予定です。 

● 情報発信について 

Instagram や Facebook で日々の

出来事を発信しています。 

 

～ 組合員みなさまへ合併協議の報告 ～ 

代表理事組合長 甚沢万之助 
第 65回の総代会が無事終了しました事、まずもって御礼申し上げます。 

昭和 37 年に三倉村森林組合、天方村森林組合が合併して 63 年になります。その

時代はまさに高度経済成長期で、国内では木材の供給が不足していました。 

そこで昭和 39年には、木材の輸入が自由化され南洋材やソ連材、米材などが大量

に流入し、国産材シェアが 20％を切る事態となりました。 

一方、昭和 30 年代は国の政策により広葉樹から針葉樹への転換（拡大造林）が図

られ、50年 60年の年月が経過し立派なスギ・ヒノキの山々が出来つつあります。 

しかし時代の流れとともに新たな課題も生じています。少子高齢化による人口減少、

住宅着工の減少、木材価格の変動、そして林業従事者の減少です。 

このような状況で、令和 4 年の通常総代会で掛川市森林組合と業務提携研究会の

ご承認をいただき、令和 6 年の通常総代会では合併協議会が設立し「合併の基本事

項」といった具体的な内容を慎重に協議し今日に至ります。 
 

 

～ 森の力再生事業 延長方針が固まる ～ 
 

静岡県では、2025 年度で課税期間が終了する「森林（もり）づくり県民税」を、2026 年度以降

も延長し、荒れた森林を整備する「森の力再生事業」の財源として活用していく方針を決めました。 

この事業では、持ち主の方だけでは手入れが難しい人工林の間伐や、災害で被害を受けた森林の

復旧などを行っています。私たち森町森林組合でも、この 20 年間で森町内の森林を約 900ha 整備

してきました。（※森町内のスギヒノキ人工林 6,983ha） 

これからも「森の力再生事業」を活用して、荒廃した山を元気な森町の名にふさわしい森へと回

復させていきます。 

対象となる山林をお持ちの方には、あらためてご案内をお届けしますので、その際はぜひご協力

をお願いいたします。 

 

 

 

 

～ 合併協議説明会 ～ 
去る 9/26・10/3に合併協議説明会を開催しました。 

多数の組合員に参加していただき、「合併の趣旨・こ

れまでのあゆみ・組織概要・基本的な方針」や「みらい

の組合のすがた・みらいへのみちのり」などパンフレッ

トを用いてご説明させていただきました。 

組合員の皆様からは、遠州の森林をみらいに引き継い

で行く為の様々な貴重なご意見やご要望をいただきま

した。 

今後も、よろしくお願いいたします。 

 

 
Facebook  

 

 

これからは、11 月 28 日(金)に開催する合併総代会に

於いて、掛川市森林組合さんとの合併についての是非を

ご審議頂くことになります。この合併総代会では、総代一

人ひとりのご理解とご協力が大変重要であると考えてい

ます。 

あたらしい森林組合では、常に 10年 20年先を見据え

ながら、組合員の森林を整備し守り、遠州の森林をみら

いに引き継ぐため、中遠地域の林業を担い続けられる人

材基盤・設備基盤・組織的対応力を備えた中核的森林

組合を目指していきます。 
 

    

 

 

 


